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2013年6月5日 

アラクサラネットワークス株式会社 

 

コストパフォーマンスと拡張性を両立させた 

クロスオーバー型スイッチAX4600Sシリーズを発表 

 

 
 

 

アラクサラネットワークス株式会社（本社： 神奈川県川崎市 代表取締役社長 滝安美弘 以下アラクサラ）

は、コストパフォーマンスと拡張性を両立させた、新しいコンセプトである「クロスオーバー型」のレイヤ３スイッ

チAX4600Sシリーズを製品化しました。 

 

レイヤ３スイッチは、高性能かつ拡張性が要求され、各種のモジュールの組合せや交換が可能なシャーシ型

スイッチと、拡張性や柔軟性は限られるものの、省スペースでコストパフォーマンスが求められるボックス型ス

イッチというように、二つのアーキテクチャが、システムに応じて使い分けられております。しかし、近年はボッ

クス型スイッチの回線収容密度やスイッチング容量などが増加し、従来シャーシ型スイッチを使用していた、コ

アスイッチとしての役割を果たすことが多くなりました。ただし、構成が固定されているボックス型スイッチでは、

インタフェース構成や各種機能の柔軟性、将来に向けての拡張性が課題となります。 

 

アラクサラでは、このような課題を解決するために、シャーシ型と同様の柔軟性や拡張性を持ちながら、コン

パクトでコストパフォーマンスの高い、「クロスオーバー型スイッチ」という新たなコンセプトに基づく、AX4600S

シリーズを製品化しました。 

 

クロスオーバー型スイッチは、複数種類のインタフェースに対応する処理の一部を、ボックス型スイッチと同様

のエンジンに統合することで、高いコストパフォーマンスを維持しながら、必要に応じて交換可能なネットワー

クインタフェースモジュールを搭載可能とし、柔軟性や拡張性を実現するものです。 

 

AX4600Sシリーズは以下のような特長を持ちます。 

 1Gbps/10Gbps/40Gbps/100Gbps(*1)などの各種インタフェースを必要に応じて混載が可能 

 高度なプロトコル処理などの機能を実装できる、サービスモジュールカード(SMC)(*2)が搭載でき、機能

拡張が可能 

 Virtual Redundant System(VRS)(*3)により、2台の装置を1台の装置として扱え、ミッションクリティカル

な用途での高信頼な冗長システムの構築や、ネットワーク容量の増設が可能 

 プロトコルアクセラレータ(PA)(*4)を搭載し、回線の冗長切り替え処理などの高速化を実現  
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また、製品化するモデル、AX4630S-4Mは以下の特長を持ちます。 

 コンパクトな高さ2U(*5)の筐体で4つのインタフェースモジュールを搭載可能 

 スイッチング容量2.24Tbps 

 1Gbpsまたは10Gbpsインタフェースを最大96ポート、40Gbpsインタフェースを最大28ポート搭載可能

(*6)(*7) 

 VRS接続のための40Gpbsインタフェース(*6)4ポートを背面に搭載 

 

AX4600Sシリーズは、2013年度下期からの出荷を予定しており、今後3年間で1,000台の販売を見込んでおり

ます。 

 

なお、2013年6月12日から14日に幕張メッセで開催されるInterop Tokyo 2013にて、本製品の展示を行いま

す。 

 

製品一覧 

モデル名 40Gbps 

最大ポート数(*8) 

10Gbps 

最大ポート数(*8) 

10/100/1000Base-T 

最大ポート数(*8) 

予定標準価格 

（税抜） 

AX4630S-4M 28(*7) 96 96  3,700,000円～ 

 

別紙 諸元表 

 

*1 100Gbpsインタフェース 

別モデルで提供予定 

*2 サービスモジュールカード(SMC) 

ネットワークインタフェースカードの換わりに搭載可能な、モジュール。プログラム可能なプロセッサを内蔵し

ており、セキュリティ機能など高度なサービス処理を実行可能。 

*3 Virtual Redundant System (VRS) 

2台のスイッチを相互接続し、仮想的に1台のスイッチを構成する機能。外部からは1台のスイッチとして制

御管理することができ、ハードウェアの冗長化や、スイッチの容量拡大が可能となる。 

*4 プロトコルアクセラレータ(PA) 

従来は制御用CPUによるソフトウェアで行っていた処理の一部分を分担する、専用のハードウェア。 

*5 U 

「U」はラックに収容する機器の高さを表す単位で、1Uが約43mm。 

*6 40Gbpsインタフェース 

計画中 

*7 40Gbpsの最大ポート数 

VRS接続用の背面の4ポートを含めた最大ポート数。前面の40Gbpsポートの最大数は24ポート。 

*8 最大ポート数 

4スロット全てに同一種類のインタフェースモジュールを搭載した場合の最大搭載可能ポート数 

 

 

■ アラクサラネットワークス株式会社について 

アラクサラネットワークス株式会社は、「快適で安心して使えるネットワークを世界の人々に提供し、豊かな情報通

信社会の実現に貢献」を企業理念としています。情報ライフラインを支える概念としてギャランティード・ネットワーク

を提唱し、ネットワーク構築に必要な基幹系ルータおよびスイッチの開発から設計、製造、販売、保守のサービスを

提供しています。 
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会社名 アラクサラネットワークス株式会社 

設立日 2004 年 10 月 1 日 

代表者 代表取締役社長 滝安美弘 

資本金 55 億円 

所在地 神奈川県川崎市幸区鹿島田一丁目１番２号 新川崎三井ビル西棟 

従業員数 約 300 名 （2013 年 3 月末現在） 

URL http://www.alaxala.com/ 

 
■ 商標名称等に関する表示 

イーサネットは、富士ゼロックス(株)の登録商標です。 

その他本文に記載の会社名、製品名はそれぞれの会社の商標または登録商標です。 

 

■ 製品に関するお問い合わせ先 

アラクサラネットワークス株式会社 営業本部 

〒212-0058 神奈川県川崎市幸区鹿島田一丁目１番２号 新川崎三井ビル西棟 

URL： http://www.alaxala.com/jp/contact/ 

 

■ 報道機関お問合わせ先 

アラクサラネットワークス株式会社 広報担当 【担当： 新井】 

〒212-0058 神奈川県川崎市幸区鹿島田一丁目１番２号 新川崎三井ビル西棟 

電話：044-549-1706(ダイヤルイン) 

URL： http://www.alaxala.com/jp/contact/ 
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別紙 諸元表 

 

モデル AX4630S-4M
性能 最大スイッチング容量(Tbit/s) 2.24

最大パケット処理性能(Gpacket/s) 1.42
最大ポート
数

28(※1)(※2)

10GBASE-SR/LR/ER (SFP+) 96
10GBASE-CU (SFP+) 96
1000BASE-SX/LX/BX/LH/LHB (SFP) 96
1000BASE-T (SFP) 96
10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T 96

ルーティン
グ
プロトコル

IPv4
ユニキャスト

スタティック、RIP、RIP2、OSPF(※3)、BGP4(※3)、IS-IS(※1)、
スタブルータ(OSPF)(※3)、ポリシーベースルーティング(※3)

マルチキャスト PIM-SM、PIM-SSM、IGMPv2/v3
IPv6

ユニキャスト
スタティック、RIPng、OSPFv3(※3)、BGP4+(※4)、IS-IS(※1)、

スタブルータ(OSPFv3)(※3)
マルチキャスト PIM-SM、PIM-SSM、MLDv1/v2

レイヤ2機
能

VLAN ポートVLAN、Tag-VLAN(IEEE802.1Q)、プロトコルVLAN、
MAC VLAN、Tag変換

スパニングツリープロトコル (STP) STP(IEEE802.1D)、RSTP(IEEE802.1w)、PVST+、MSTP(IEEE802.1s)、
BPDUフィルタ、ルートガード、ループガード

マルチキャスト連携機能 IGMPv1/v2/v3 snooping、MLDv1/v2 snooping
リングプロトコル Autonomous Extensible Ring Protocol

ネットワー
ク
機能

セキュリティ機能 IEEE802.1X(ポート単位認証/VLAN単位認証(静的/動的))、
Web認証、MAC認証(ダイナミックVLANモード、固定VLANモード)、

URLリダイレクト(ダイナミックVLANモード、固定VLANモード)、認証VLAN*4、
フィルタ(L2/IPv4/IPv6/L4)、ポート間中継遮断

QoS フロー検出(L2/IPv4/IPv6/L4)、帯域監視(レート制限)、
マーキング(DSCP/ユーザ優先度)、優先制御(フローベース、

ユーザ優先度マッピング)、廃棄制御(テールドロップ)、
シェーピング(8クラス、ポート帯域制御、

スケジューリング(PQ、PQ+RR、PQ+WFQ、PQ+WRR、PQ+WERR))、
Diff-serv、IEEE802.1p

L2-VPN VLANトンネリング
高信頼化・運用性向上機能 Virtual Redundant System(VRS)機能、ロードバランス(IPv4/IPv6)、

VRRP(IPv4/IPv6)、スタティックポーリング(IPv4/IPv6)、
VRRPポーリング(IPv4/IPv6)、リンクアグリゲーション(IEEE802.3ad)、
GSRP、アップリンク・リダンダント、Graceful Restart機能(※3)(※5)、

ストームコントロール、IEEE802.3ah/UDLD、ローカルProxyARP、
GSRP aware拡張機能、L2ループ検知、EtherOAM

仮想化 ネットワーク・パーティション（VRF (Virtual Routing and Forwarding)）(※3)
運用管理
機能

ネットワーク管理 SNMPv1/v2c/v3、MIBII、IPv6 MIB、IPv6 VRRP MIB、RMON、
ポートミラーリング、IPv4 DHCPサーバ/リレー、

IPv6 DHCPサーバ(Prefix delegation)、IPv6 DHCPリレー、
LLDP、OADP、sFlow

運用・保守 syslog、ping、traceroute、telnet、SSHv2、ftp、tftp、NTP、RADIUS、
TACACS+、OAN-API、AX-Config-Master(※1)、

AX-Networker's-Utility(※1)、 温度ログ機能, ファン制御機能
冗長化 内蔵電源(AC, DC)、FANユニット
設備条件 入力電圧 AC100～120V/200～240V

DC-48V
外形寸法W×D×H(mm) (高さ[U]) 445×497×88(2U)
質量(Kg)(最大搭載時) 40.0 以下(※6)
エアフロー 前面吸気・背面排気

上記仕様は、市場状況により変更する可能性があります。
※1:サポート計画中の機能  　　※2: 装置背面のVRSポート（4ポート）を含む  
※3：L3Sアドバンストソフトウェアでサポートする機能　 ※4：専用のソフトウェアオプションが必要　
※5：ヘルパー機能(OSPF/OSPFv3)、レシーブルータ機能(BGP4/BGP4+)をサポート  
※6：質量は設計段階での数値であり、変動の可能性があります

40GBASE-SR4/LR4 (QSFP+)
40GBASE-CR4 (QSFP+)


